
どのくらい集めたら車椅子？

★皆様のおかげを持ちまして、１９９０年から現在までで、２８５１台贈ることが出来ました。

参加者様数は6024団体・２８.２万人の方々が参加されています。 車椅子メーカー：カワムラサイクル社
超々ジュラルミン製
自走用車椅子(KV22-40SB)

贈呈の証：

ご希望の方のみ

感謝状：

車椅子１台につき

１通発行いたします。

環公害防止連絡協議会ホームページ

http://kankoubou.jp/

Ｅメール：yanoya@kcn.jp

2019/06/18

★アルミ資源８００ｋｇ＝アルミ製車椅子（スーパーフレンド号）１台と交換です。

プルタブ約１６０万個～２００万個 アルミ缶だと約３万２千個～３万６千個

（例）宅急便 元払 １箱アルミ２４ｋｇ入り × 約３４箱分

送り賃をアルミ重量で精算する場合は車椅子必要重量８００ｋｇ＋運賃精算分アルミ重量となります。

着払い精算の利用方法を確認してください（資料 送り方①着払）

★集める資材は参加者様がご都合に合わせてお決め下さい。

プルタブだけを集める：学校へ持って行くのに潰したアルミ缶は角が鋭利で危ないから

アルミ缶を集める ：アルミ缶は１個でプルタブ重量（プルタブ約４４個分）なので

プルタブをはずさないでアルミ缶を潰して効率よく集めたい など。

★２００１年度より車椅子メーカーのカワムラサイクル様のご協力により、超々ジュラルミン製の軽量車椅子

をお渡しできるようになりました。

１年間保証。SGマーク付。 （製造欠陥により発生した人身事故に対する最大１億円の賠償制度 ）



スチールは絶対入れないで！磁石で分別しましょう

裏ふたがついていないアルミ製のキャップも集めましょう。

①キャップ類はプルタブやアルミ缶とは別の袋に入れて下
さい。

②プラスチックの裏ぶたのついたものと、ついていないも
のとがあります。

裏ぶたがついている物は送らないで下さい。
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系統別に入れましょう。

アルミ製品は品質・種類によって工場で買い取られる価格が異なるばかりではなく、処理工程も変わります。

その為、混同したままでは、工場内で分別作業を行う事になり多大な時間と労力を使うことになります。

必ず系統別に分類お願いします。

●アルミ缶とプルタブ

アルミの純度が違う為、リサイクル工程が違います。ほか資材もそれぞれ別々に集めてくだい。

アルミ缶を送る時はプルタブはつけたまま潰して下さい。

外れたプルタブはそれだけで袋入れして下さい。（潰れた空き缶とは別袋に）

●ビニールやプラスチックの裏ぶたのついたキャップ

裏ぶたのついているキャップは、炉の中でアルミと一緒に燃えてしまいリサイクル出来ませんので

送らないで下さい。（裏ぶたがない物は送って下さい）

●プルタブをペットボトルへ入れない

全品検品する際、中から取り出すのが困難です。

回収の拠点になるところでは袋を系統別に用意しておきましょう。そして袋には中身が分かるように

名札を付けておいて下さい。

ビニール袋など口の開いた袋などに入れてから段ボール箱に入れて下さい。

●アルミ缶

軽量ですが、かさばって保管が大変です。必ずつぶして保管するようにしましょう。

注意：たてにはつぶさないで下さい。-----------------------------------------------------------------

上手に踏みつぶしますと丸缶の1/3から1/4になります。

丸缶のままおくと液が残っていたり不衛生な状態になります。つぶして缶の中に液や異物が残らないように

することが大切です。

缶をつぶすプレス機械が借りられるところでは出来るだけ利用して、容量を小さくするようにしましょう。

（ペットボトルのキャップや切手類は収集活動していません

ので送らないで下さい）



●包装の仕方

右図の様に資材を分けた後、箱に入れて発送して下さい。

箱からのプルタブのこぼれ・アルミ缶からの水分こぼれを防ぐ為、ビニール袋に入れてから、箱へ

入れて下さい。

●送り方（詳細は 資料 送り方①着払 ②元払にて）

２０kg ｋｇ以上の場合：条件内のみボランティア料金にて精算（資料 送り方①着払）

着払いはクロネコヤマトの「宅急便の送状」で送って下さい。

１箱あたり、最低２０kg～最高２５kgで送って下さい。

これ以外の便での着払いは適用されません。 （指定運送会社以外はダメです）

アルミ缶はプルタブに比べ、かさがはりますが２０～２５Kgで送れます。

2０kg以下の場合：通常料金（資料 送り方②元払）

運賃がアルミ売却費より上回っしまう為、２０ｋｇ以下は元払でお願いいたします。

●少量の場合はビニール袋や小さな箱に入れて、郵便又は「ゆうパック・レターパック」で送って下さい。

●ＦＡＸ・メールアドレスのご登録をお願いします。、毎回、受領報告書（今はどれだけ集まったか）を

送らせていただきます。ハガキの場合は計上が１００ｋｇ毎のみとなります。

包装の仕方・送り方・受領報告

この他、ホームページにて詳細のご説明をしておりますが、ご不明の点がありましたら、下記まで御連絡下さい。

＜資料請求・お問い合わせ＞

奈良県大和郡山市 環公害防止連絡協議会 本部事務局

TEL 0743-89-0479

（不在の場合のお電話は橿原支部へ転送されます。その際のご質問へのご返答は後日になる場合もあります。）

FAX 0743-89-0614 ／ Email   yanoya@kcn.jp （代表理事 家野宛て）

運賃精算方式（送り方①）は参加者様のご負担を出来るだけ少なくなるようにと（２０～２５kgまで対象で）ヤマト運輸様にご協力を

いただきボランティア料金にて精算していただいております。

到着したアルミ重量より、運賃分を差し引し、後のアルミ重量を毎回計上して、８００ｋｇ貯めていただきます。



送り方①着払（アルミ重量での）精算

着払い運賃精算とは

参加者様のご負担を出来るだけ少なくなるようにと［ヤマト運輸様］にご協力をいただいて「２０～２５kgまで」の荷物については、

ボランティア料金にて精算扱いをしていただいてます。差引後のアルミ重量を毎回計上して、８００ｋｇ貯めていただきます。

着払い（アルミ重量での）料金精算のご説明 -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

預かり重量が残るように工夫が必要ですが現金のご負担はありませんので上手に利用して下さい。

①荷物到着時に箱のまま計量 ②異物チェックの為、箱・ビニールから中身を取出す

③除去した異物分を差引 ④着払い精算の場合は運賃に相当する重量を差引

（元払いの場合は差引なし）計算後の重量が預かり分の重量となります

（例）
１２０㎝の箱は２段重ねにすると ←　１６０㎝の箱になる場合も
↓ あります。

高さ　６０㎝
高さ
３０㎝

奥行　40㎝ 奥行　40㎝

横　５０㎝ 横　５０㎝

小さい箱をご利用の場合、

サイズ・重量が規格オーバーにならない様に注意は必要ですが、２
箱で集めた分も1箱分の運賃になります。規格内であることを確認し
てから、テープ・紐などで結束して下さい。

着払いを利用するには

●ヤマト運輸の「宅急便」の送状で兵庫工場へ発送された場合のみ利用可能です。 ※ 「ヤマト便」の送状では通常料金の請求となります。

●「宅急便」規格内縦横高さの合計が１６０㎝、２５ｋｇまでで送って下さい。

●１箱が２０ｋｇ以上ある場合のみ利用可能です。 ※ ２０ｋｇ以下（運賃精算が出来ない重量）の場合は元払でお願いし
ます。

●本州・九州・四国のみ利用可能 ※北海道・沖縄についてはアルミ重量での運賃精算不可地域

（船便・航空便など使用につき運賃高額な為）

25 1 14.9

①到着荷物 ②③箱・ビニール ④※運賃分差引 預かり重量

－ － ＝ 9.1

ｋｇ ｋｇ ｋｇ ｋｇ

（例）

※青森・秋田・岩手は１８．９ｋｇ 宮城・山形・福島は１７．６ｋｇ

その他の本州・九州・四国県内は１４．９ｋｇにて運賃精算



送り方②元払い
②元払い：出来るだけ早くアルミ重量８００ｋｇ貯めたい場合や２０ｋｇ以下の場合は元払いをご利用下さい。

本州・九州・四国以外の北海道・沖縄からの発送も元払

●元払いをご利用の場合は、どの運送便をご利用になっても構いません。

●少量の場合もビニール袋に入れから、封筒や小さな箱に入れ、郵便又は「ゆうパック」で送れます。

●本州・九州・四国以外の北海道・沖縄については船便・航空便などの事情により、料金が高額な為、アルミ重量での運賃精算が

出来ません。 元払での発送にてお願いします。

最近は、レターパックを利用される方も増えています。
※封筒の場合も「登録番号をお持ちの方」はお名前の横などに明記して下さい。

税込 １８０円 ３６０円

厚さ ２㎝まで／１ｋｇ以内 厚さ ３㎝まで／３ｋｇ以内

コンビニ・郵便局で購入出来る
厚手の封筒です。

封筒と送り賃含めた価格です。

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------



「着払い」「発払い」も記入内容はおなじです。

※送り状の品名欄に指定内容のご記入をお願いします（順番は違っていても結構です）

送り先は兵庫工場（重量計量場）へ

送り状記入例 ヤマト宅急便用送り状 ①登録番号について＝４桁です。
間違い防止と作業処理がスムーズに出来るようにと、４桁の登録番号を発行させ
ていただいております。

未記入の場合は２重登録を避けるために、全会員登録名簿を総チェックいたします。
もしチェックに洩れますと新規登録されてしまいます。

新規登録されますと前の登録分には統合されませんので、ご注意の程よろしくお願
いいたします。

（新規参加者様の場合は、登録番号ありませんので 「 初 回 」 で結構です）

②品名と内容物について
プルタブ又はアルミ缶とご記入下さい。両方の場合は、どちらもご記入下さい。

検収作業場では送り状で管理していますので、箱の中へ明細書や文書を同函されていまし
ても、事務局まで届かない場合が御座います。

③個数について＝１個の場合でもお書きいただくと助かります。
※１個の場合は１/１

※３個の場合の１枚目は１/３ ２枚目は２/３ ３枚目は３/３とご記入下さい。

※４個の場合の１枚目は１/４ ２枚目は２/４ ３枚目は３/４ ４枚目は４/４と
ご記入下さい。

複数個の場合、同日に着かない場合を考慮し、次便を待ってからの検量になります。

判断がつきやすいように総個数のご記入に御協力下さい。

発送日（受付日）もご記入下さい

送状の内容にて登録者（発送された会員様）の判断をしております。不明瞭な場合、受領報告書がお届け出来ませんので。
記入例を参考にして宛先不明便の無きようよろしくお願いいたします。

奈良の本部事務所は受取出来ません。（計量機械がない為）



全国から送られてくる宅急便の荷姿です。

このように全国から毎日送り届けられます。

小さな箱はプルタブですが、大きな箱はアルミ缶です。 （１箱２５ｋｇ以下で御願いします）

磁
石
に
つ
い
た
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ル
の
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タ
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スチール分が混ざっている宅急便の荷姿です。

すべての箱を検査しますが、スチール分が混ざっていますと、全員で手

分けして分別作業を行います。

アルミにスチールが混ざりますと、アルミの価値が無くなります。

ぜひご協力下さい。よろしくお願いいたします。

（今までの混入例）：クリップ・画鋲・スチールのプルタブ・ネジ・釘・コイン・

ボタン電池・乾電池・パチンコ玉などなどです。

アルミ缶が入った箱の大きさ
横５０ｃｍ×幅５０ｃｍ×高さ６０ｃｍ

アルミ缶が入った箱の大きさ
横８０ｃｍ×幅３５ｃｍ×高さ５０ｃｍ 棒の先端の磁石で、スチールを分別し取り除きます。



付録

最近はプルタブ・アルミ缶以外に、企業様からはこのような物も送ってこられます。

これらも貴重なアルミ資源ですので、プルタブに換算してお受けいたしております。

①自動車のアルミホイール ②ビルや建物の窓枠サッシ

③美容院から出るヘアーカラーチューブ ④

アルミ板のプレス抜きカス などなど。

カラーチューブは使い切った時点で、水をはったバケツなどに浸け置いていただ
くと、しばらくすれば溶剤の大部分は水に溶けてきます。

その後、ザルなどで水をかけながら揺すっていただければ、肩口にたまった溶剤
はきれいに流れ出てしまいます。

溶剤が固まってからでは水に溶けにくくなりますので、早めに水に浸けていただ
けるとほとんどが溶け出ると思います。

洗浄が無理でしたら、口のねじ部分を肩口からハサミで切り取って、チューブの
部分だけ送っていただいても結構です。

切り離さない場合は、良く洗ってください。 肩口から切り離した状態。

大体はこの赤丸の所に着いていま
す。

自動車のアルミホイール

こ
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貼り付けるタイプもあるみたいです。 どうしてもネジ部分と肩口に溶剤が残ってしまいます。

ヘアーカラーチューブ



環公害防止連絡協議会（環公防）とはどんな団体？

目的 この運動は「公害を生み出さない人づくり」と「空き缶散乱公害をなくす」ことを目指しています。ものを大切にすることを通して、資源を保護し、人にやさしく、

身の回りの環境を住みやすいものにしようとするものであります。

小さな子供さんからお年寄りまで「誰もが参加できる運動」であり、公害を防ぎ街をきれいにし、地球上のゴミ問題や福祉・環境問題を解決する大きな手がかりと

なります。人々のきずなを強め、平和の大切さを考える糸口ともなります。この運動は一人一人の小さな協力の積み上げによって大きな成果が得られます。

創立 平成０２年８月１日静岡県清水市に任意のボランティア団体として発足。

平成１２年４月１日静岡県から奈良県大和郡山市に全国本部を移転。

平成１２年４月１日大阪市にプルタブ・アルミ缶の受入外部委託先として関西支部（金属回収会社）を置く。

平成１６年４月１日横浜市にプルタブの受入外部委託先として関東支部（ＮＰＯ団体）を置く。

平成２２年１月１５日任意のボランティア団体から、一般社団法人 環公害防止連絡協議会となる。

平成２２年２月１日一般社団法人に伴い、外部委託先の関東支部と関西支部を閉鎖。

平成２２年２月１日兵庫県三田市に、環公害防止連絡協議会の自社受入工場を置く。

概要 １，当協議会は、あらゆる公害問題を多くの人々の連携によって、防止する目的で創立されました。

２，当協議会は、公害を防止し、環境を護り、公害を防止しようとするボランティアの拠金により運営されております。

３，当協議会は、国籍、思想、信仰、信条を問わず、科学的、論理的思考に立ち、現実的且行動的に生活環境を護ろうとする人は誰でも参加できます。

４，当協議会は、空き缶公害を防止し、空き缶のリサイクル事業を推進することを当面の中心課題とします。

５，前項の具体的運動として「プルタブ・アルミ缶回収運動」に取り組み、公害を防止し、街を綺麗にし、資源を保護し福祉社会に役立つ考え方と行動の全

国的且国際的普及につとめます。

６，当協議会は、全国の自治体はもちろんのこと、公害防止を願う全ての人々に、公害に関する情報を提供します。

７，当協議会は、全国の自治体と連携の上、各界・各層の人々と情報を交流し、官民一体の公害防止、リサイクル運動を進めます。

８，当協議会は、海外の公害防止に携わる団体、法人、個人等との交流をも行い、国際協調による公害防止活動をすすめます。

９，当協議会は、公害防止に関わる情報を取り上げるだけでなく、具体的対応策を提言し、可能な限り行動をとり、常に実効性のあるものを目指します。

活動拠点 全国本部：環公害防止連絡協議会 住所：〒639-1054 奈良県大和郡山市（事務局） TEL：0743-89-0479 FAX：0743-89-0614

葛城支部：環公害防止連絡協議会 住所：〒639-2127 奈良県橿原市（支部事務局） TEL：0744-35-9004 FAX：0744-35-9002

兵庫工場：環公害防止連絡協議会 住所：〒669-1401 兵庫県三田市小柿２６ （プルタブ送り先）



申込書用紙

プルタブ・アルミ缶回収運動に参加される方は、下記様式に記載事項を記入の上、申込書を提
出して下さい。 （届いたアルミの受領報告の連絡先として台帳登録いたします。）

教育機関（学校）用 返信フォームのサンプルです。

一般・企業様用は内容が異なります。

ホームページ内の 「参加申込書」 より

ダウンロードして下さい（Ａ４サイズです）。

ご記入いただいて、郵送あるいはＦＡＸにて送って下さい。

メールアドレスをお持ちの方は

「申込メールフォーム」 から送信お願いします。



一般社団法人 環公害防止連絡協議会

「プルタブ・アルミ缶回収運動」で車椅子を！

編集・作成

平成３１年２月

★多数ご参加いただくことにより収益金の一部や心温かいご寄付等を、

日本国内や海外に於いて災害支援や難民支援活動。発展途上国にはワクチン

などを送ることができます。環公害防止連絡協議会は、日本国内や世界中に

幅広くボランティア活動を進めています。

★参加者様はご自分達だけの念願の車椅子でなく、沢山のボランティア活動を

通して多くの人々を救うことが出来ます。

★車椅子到達までには相当な時間と労力が必要とされますが、少しずつでも

送っていただく事で、世界中のボランティア活動に役立っています。

皆様の心温かいご支援に心から感謝いたします。


